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静岡大学国際交流センタ一紀要第 7号

【日本語 3-c (作文・話し方)】

授業時間数:週 1コマ

授業の目的.書き言葉の特徴を学ぶ、テーマに沿って作文し、作文をもとに発表する。

使用テキス 卜:r大学で学ぶための日本語ライティング』

受 講 者 数 :12名

-------------
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

3・4
日本語 1-a 日本語2-a 日本語 1-a 日本語 1-a 日本語 3-a

(10:20 -11:50) 

5'6 
日本語 3-c 日本語 2-a 日本語 2-a

(12:45 -14:15) 

7'8 
日本語3-b

(14:25 -15:55) 

2012年静岡大学サマースクール

案野香子

1.目的

サマースクール学生に対する日本語 ・日本事情の授業を行うことにより、受講生の日本

語運用力を高めるとともに、静岡大学の学生をはじめとする日本人 ・各国留学生との交流

を図り、相互理解を深める。

2.実施期間

2012年 6月 25日(月) '" 7月 15日(日)

(このうち 6月25日(月)から 7月 11日(水)の修了式までは静岡大学が企画 ・運営

を行い、 7月 12(木)から 7月 15日(日)までの自由行動は各大学が企画 ・運営を行う 。)

3.対象および受入れ人数

朝鮮大学校より 8名

ネプラスカ大学オマハ校より 1名

4. レベ Jレ

(初級)静岡大学作成日本語力判定テスト(日本語能力試験 N3程度相当)

(中級)静岡大学作成日本語力判定テスト(日本語能力試験 N3程度相当)

50点程度

80点程度

※上記初級レベルに満たない日本語力、および中級レベルをはるかに超える日本語力を
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静岡大学国際交流センタ一紀要第 7号

もつ学習者は受け入れない。特に後者の学生には、静岡大学への半年'""1年の特別聴

講生としての留学を勧める。

5.費用

2012年度徴収費用 1)2) 3) 

全参加者

宿舎費 免除

雑費1) 25，000円

合計 25，000円5)

1) 雑費にはホームステイ謝金 3.000円も含まれる。年度により変動する

2) 交通費、食費、お土産代などは実費。

3) 旅行者傷害保険は別途本国で加入する。

6.宿泊先

・おしか荘(大学宿泊施設で自炊不可)

大学までパスで 10分(片道 180円)、徒歩で 25分

・ホームステイ 2泊 3日 受入家庭 静岡市近辺の一般日本人家庭

7.日程

6/25 (月)

6/26 (火)

6/29 (金)

6/30 (土)・7/1(日)

7/4 (水)

7/6 (金)'""8 (日)

7 /10 (火)

7 /11 (水)

7 /12 (木) '"" 14 (土)

7 /15 (日)

8.授業科目およびコマ数

:静岡到着、ボランティア学生との対面など

:授業開始 ・開校式 ・交流会

:校外学習①

.自由行動

.校外学習②

:ホームステイ

:筆記試験

.スピーチ発表会 ・修了式

.自由行動

:帰国

日本語 17コマ(1コマは 90分 計 1，530分)

日本事情 6コマ

ガイダンス 3コマ(宿舎 ・生活/授業/ホームステイ)

校外学習①② 2日

9.単位

サマースクール日本語授業に 80%以上出席し、筆記試験を受け、口頭発表をした受講者
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に対して、授業への参加度および筆記試験とスピーチ発表の成績により、静岡大学国際交

流センターサマースクールプログラム(日本語III) 或いは(日本語II) として 2単位を認

定する。なお、この単位は静岡大学卒業単位に含まれない。

10.成績

成績評価は「秀J (90 '" 100)、「優J (80 '" 89)、「良J (70'" 79)、「可J (60 '" 69)、「不

可J ('" 59) とし、 「秀」、「優」、「良」、「可」を合格、「不可」を不合格とする。

11. クラス

2クラス(来日前、国際交流センターから日本語能力判定試験問題を送付、その得点と来

日後の聴解 ・会話力により 2クラスに分ける。)

2012年度サマースクール時間割

6 / 25伺) 6/26(火) 6/27 (水) 6/28休) 6/29 (金) 6/30(土) 7/1 (日)

1 . 2 ガイダンス 日本語② 日本語④

3・4 静岡到着 日本語① 日本語③ 日本語⑤ 校外学習
① 自由行動 自由行動

5'6 開校式 異文化交流 日本事情 掛川方面

7・8 ガイダンス X1J、1主l主LElhh 

7/2伺) 7/3伏) 7/4(水) 7/5 (木) 7/6 (金) 7/7(土) 7/8(日)

1 . 2 日本語⑥ 日本語⑧ 日本語⑩ 日本語⑫

3・4 日本語⑦ 日本語⑨ 校外学習 日本語⑪ 日本語⑬

ホームステイ
② ホームステイ ホームステイ

5'6 日本の遊び 富士山方面 茶道
ガイダンス 浴衣の

7・8
着付け

ホームステイ

7/9伺) 7/10(刈 7 /11 (水) 7/12(村 7/13(金) 7/14(土) 7/15(日)

1 . 2 日本語⑮
筆記試験

3・4 日本語⑭ 日本語⑬
日本語⑪
発表会

自由行動 自由行動 自由行動 帰国

5'6 修了式

7・8 Xてb、辻fE~
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日本語授業内容

クフス I クフス E

① 会話力チェックとクラス分け

② はじめまして(自己紹介)

③ 第 2課聞き返す ユニッ ト2 いただきまーす

④ 第 3課場所を聞く ユニッ ト4 ジェスチャーでイ云えよう

⑤ 第 4課注文する ユニッ ト5 旅行大好き

⑥ 第 6課会話を続ける ユニッ ト9 何を食べようかな

⑦ 第 7課誘う ・断る ユニッ ト10 日本の生活 両い?安い?

⑧ 第 9課 あいさつをする ・尋ねる ユニッ ト11 みんなのスポーツ

⑨ 第10課事情を説明する ・頼む ユニッ ト14 ケータイ 、持った?

⑩ ホームステイのために ホームステイのために

⑪ 第14課 申し出る ・電話をかける ユニッ ト20 ごみを減らそう

⑫ 第15課親しい友達を誘う ユニッ ト15 結婚いろいろ

⑬ " ユニッ ト19 女と男仕事と役割

⑭ まとめ 発表準備 まとめ 発表準備

⑮ 筆記試験

⑬ 発表準備 発表準備

⑫ 発表会

クラス 1r聞く ・考える ・話す 留学生のための初級にほんご会話』

クラス 2r日本語おしゃべりのたね』

校外学習

|校外学習① (6 月 29 日金曜日)~掛川畑日
おしか荘→掛川城→花鳥園 ・昼食→駿府匠宿(体験学習)→おしか荘

|校外学習② (7 月 4 日水曜日)~富士山方!iî~ 1
おしか荘→富士山太郎坊 ・昼食→ 白糸の滝→浅間大社 ・富士宮焼きそば→おしか荘

アンケート集計

日本語のクラス |日本語II4名 |日本語EI5名

(授業について)

Ql 三週間、いろいろな勉強をしました。授業は全体として満足できましたか。

l 非常に満足 | 満足 | 普通 | やや不満 | 不満

日本語 1 1 I 3 I 

日本語E
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Q2 授業(①日本語の授業、②日本事情)について下の数字を使って評価してください。

またその理由やコメントを書いてください。

5=非常によかった 4=よかった 3=普通 2=あまりよくない 1=全くよくない

① 日本語の授業

a) テキスト

5 4 3 2 1 
日本語 I

日本語E

b)先生

5 
4j] 3 2 1 

日本語 I

日本語E

c) 授業内容

5 4 3 2 1 
日本語 I

日本語E

d) 教室

5 4 3 2 1 
日本語 I

日本語E

e)発表会

5 4 3 2 1 
日本語 I

日本語E

②日本事情

a) 異文化交流 (6月 27日)

5 4 3 2 1 

日本語 I

日本語E

b) 日本事情@教育学部 (7月 28日)

5 4 3 2 1 

日本語 I

日本語E

c) 日本の遊び (7月 2日)

5 

4ヨ3 2 1 

日本語n
日本語u 3 

円

/
ム】

円
叶
d
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d)浴衣の着付け (7月 5日)

5 

4ヨ日本語 I

日本語E

e)茶道 (7月 6日)

5 

4ヨ日本語 I

日本語E

3 2 1 

3 2 1 

(ホームステイについて)

Q1 :二泊三日のホームステイはどうでしたか。

非常に満足 | 満足 | 
21 川
11 判

通並
日 満不やや-
d司

不満

日本語 I

日本語E

(日本での交流について)

Q1 :皆さんが日本で生活しているとき、いろいろな人が関係していました。日本での交流

はどうでしたか。

日本語 I

日本語E

非常に満足

2 

3 

」

』
引
一

一肌
二一

通並
日 やや不満 不満

【総括および展望】

2012年度は、従来の朝鮮大学校のみならず、アメリカ ・ネプラスカ大学オマハ校からも

学生を受け入れたことが特徴である。2013年はさらに門戸を広げ、カナダ ・アルバータ大

学からも学生を 2名受け入れ、より国際色豊かなサマースクールとする予定である。

全学教育科目

原沢伊都夫

平成 23年度後期は両キャンパスで 1年生向けに日本語III.N、2年生向けに日本語VIが

開講され、浜松キャンパスでは日本事情が 1・2年生合同クラスで開講された。24年度前期

は両キャンパスで 1年生向けに日本語 1. II、2年生向けに日本語Vが、静岡キャンパスで

1・2年生向けに日本事情が開講された。なお、新カリキュラムでは日本語 ・日本事情科目

はすべて選択となったが、日本語 I.II.IIIについては日本語力が基準を超えていると判

断された場合以外は原則として受講することとなっている。なお、学生数に*印のある科

目はセンター以外の教員が担当している。
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